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シリーズ

寺脇利信 1・新井章吾 2: 26.新潟県柏崎市のマリーナ防波堤

はじめに

本シリーズでは，日本海沿岸の自然の藻場について，富山

県氷見市宇波地先(寺脇・新井 1999)，新潟県能生町百川地

先(寺脇・新井2000)，新潟県佐渡島・真野湾二見地先(寺脇・

新井 2002)，そして，新潟県粟島の既存の詳細なモニタリン

グ報告 (Hayashi2002)等を参考にした方位別の藻場の景観

模式図を報告した(寺脇・新井2004)。

一方，本シリーズでは，防波堤または消波ブロック等で構築

される海岸構造物等について，基質の安定性，水深，方位，海

面に対する基面の傾斜角度および静穏度等の環境条件に対応さ

せた実験生態学的な視点からの調査に際し有利な対象として，

日本海沿岸についても，新潟県柏崎地先の消波潜堤(寺脇・新

井 2005)，富山県氷見市海岸施設の消波プロック(寺脇・新井

2006)，佐渡島千畳敷地先(寺脇・新井 2007a)および新潟県

粟島東海岸の離岸堤(寺脇・新井2007b)などを報告してきた。

今回は，日本海沿岸の新潟県柏崎市のマリーナ防波堤にお

いて，沖向面と岸向面の両面に自然岩礁を加えて観察し，比

較する機会を得たので報告する。

26.新潟県相崎市のマリーナ防波堤
現地の概要と方法

新潟県柏崎市は，本州の日本海沿岸中部域に位置し，岩礁

海岸が少なし直線的で開放的な砂浜海岸が続き，地先には

砂泥海底が広がっている。柏崎市地先では，春季から秋季に
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は比較的海況の穏やかな日が多いが，冬季には卓越する北西

の季節風によって生じる激浪にさらされる。また，相崎市地

先では，水温は，冬季の 100C前後から夏季の26'"270Cの範

囲で季節的に変化する(山本ら 1996)。

柏崎市の砂浜海岸北東端に位置する高浜漁港周辺の岩礁域

では，緑藻11種，褐藻57種および紅藻 107種の生育が報告

されている(野田 1973)。高浜漁港周辺の地先では，ヤツマタモ

クSargassumpatens C. AgardhおよびマメタワラS.piluliferum 

(Tumer) C. Agardhなどのホンダワラ類によって，ガラモ場

が形成されている。これより沖合の砂面変動の影響を受けや

すい砂泥海底に点在する平坦な岩盤には，カタツルモCh01iぬ

r抱id匂Kawaiet Arai，イシモズクSphaerotrichiadivaricata 

(c. Agardh) Kylin，ウスイロモクS.pallidum (Tumer) C. 

Agardh，フシイトモクS.microceratium (Mertens ex Tumer) C. 

Agardhなどの群落も見られる。

1993年6月7日に， SCUBA潜水により，新潟県柏崎市

の柏崎マリーナに近接する自然岩礁および柏崎マリーナの防

波堤(図1)において，海藻類の生育状況を広く観察した。

続いて，水深3mにおける防波堤に近接する自然岩礁の頂部，

防波堤の消波プロックの沖(西向)面および岸(東向)面

上の，海面に対する傾斜の緩やかな基面において，一辺50

cmの方形枠を用い，大型褐藻類およびイワガキ Crassostrea

nippona Sekiの被度を測定し，優占する大型褐藻類の藻長を

測定した。
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図l 新潟県相崎マリーナの防波堤の概略位置



結果

新潟県柏崎マリーナの防波堤における藻場の景観模式図を

図2に示す。

防波堤に近接する自然岩礁の頂部{図2の左側}:岩礁

表面に密生したイワガキを基質とし，ヨレモクS.siliq胤 strum

(Mertens ex百rrner)C. Agardhが優占し，藻長ωcmであった。

沖{酉向}面{図2の中央}:プロック表面に密生したイワ

ガキを基質とし，ヨレモクが優占し，藻長60cmであった。

岸{東向}面{園2の右側}:プロック表面にイワガキ

がほとんどみられず，やや静穏な環境に生育する多年生ホ

ンダワラ類のジョロモク Myagropsismyagroides (Turner) 

Fensholtが藻長100cmで優占し， 1年生のワカメ Undaria

pinnnatifida (Harvey) Suringarが混生した(図4)。なお，

観察した位置よりも深所および内側では，海底のブロックお

よび基礎捨石等の基質への砂泥の堆積が著しく，藻場をつく

る海藻類は生育していなかった。

まとめ

1993年6月7日に行った観察では，新潟県柏崎市のマリー

ナ防波堤に近接する自然岩礁の頂部および防波堤の波当たり

の強い沖(西向)面の傾斜の緩やかな水深3mの基面ではイ

ワガキを基質としてヨレモク(藻長60cm)が優占したが，

静穏な岸(東向)面ではイワガキがほとんどみられずジョロ

モク(藻長 100cm)が優占しワカメが混生していた。
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注目点

新潟県相崎市のマリーナ防波堤に近接する自然岩礁の頂部

および防波堤の被当たりの強い沖(西向)面の傾斜の緩やか

な水深3mの基面ではイワガキを基質としヨレモク(藻長60

cm)が優占したが，静穏な岸(東向)面ではイワガキがほと

んどみられず，ジョロモク(藻長 100cm)が優占しワカメが

混生していた。本州日本海沿岸において，京都府丹後半島五

色浜周辺の北~北西に面する岩礁域では，ジョロモクは比較

的波当たりの弱い地先の水深 1""2mの浅所で優占し，ヨレ

モクはジョロモクの深所側で優占し波当たりの強い地先まで

生育する(今野・中嶋 1980;図 10より)。また，同じく日本

海沿岸中部域の佐渡島北西に位置する相川千畳敷地先の水深

1.5 mにおいて，千畳敷によって波当たりの弱まった千畳敷と

弁天崎の中間の消波堤および弁天崎の消波堤では，ジョロモ

クが主に優占するが，ヨレモクが優占する場合もみられる(寺

脇・新井 2007a)。なお，若狭湾内の北~北西に面する岩礁域

では，ヨレモクは海水流動の影響の強い環境から弱い環境ま

でみられる(太田・二宮 1990)。

一方，本州太平洋中部沿岸の岩礁域では，房総半島小湊へ

イト枝湾において，ホンダワラ類は潮間帯から水深3m以浅

に優占域が限られており，ジョロモクはヨレモクよりも波当

たりが強く深所側の環境において優占する(今野 1985)。こ

のことから，日本海側における波当たりの強さの環境勾配に

対応したホンダワラ類の優占状況の変化において，今回言及
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図2新潟県柏崎マリーナの防波堤における藻場の景観模式図(1993年6月)
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|玄13 新潟県柏崎マリーナの防波堤・沖(回向)聞における諜場

したジョロモクとヨレモクについては位置関係が太平洋側と

逆転している。この点に関して，日本海側においては冬季北

西風浪の影響時期に波当たりが強く， 一方，太平洋側におい

ては夏季から秋季の台風等の影響H寺期に波当たりが強いとい

う季節性の違いに関心が持たれる。今後，多くの地先の実態

について知見を積み重ねることにより，日本海側と太平洋側

における波当た りの強さの環境勾配に対応したホンダワラ類

の優占状況の変化について，さらなる情報の取得と比較検討

が重要である。なお，観察を行った 6月には，ジョロモクは

成熟(最長)期直後(栴崎 1985，道家 2004)で藻長 100

cmと大きかったが，ヨレモクも成熟(最長)期直後(道家

2004)であり謀長60cmであった。

イワガキは，日本海沿岸の自ff'岸堤などで，設置直後には岸

j"l"両向面に着生するが，世代交代がみられるのは沖向商だけ

であることが経験的に知られている。鳥取県では，イワガキ

の幼生の着底期前に工事ダイパーなどのボランティアも協力

して人工構造物の表面の掃除をすることで，入植するイワガ

キ数を地やす取り組みが行ーわれているようである。方位的に

は逆向きであるがjlj:I/I:i]面にのみイワガキが生息した新潟県粟

島東海岸のVlHJ字堤(寺脇・新井 2007b)の状況もこれらの情

報と基本的に一致する。/11"向而でのみイワガキが密生する理

1'13については，海水流動および流動に伴う砂の研磨作用の強

いところほど堆砂泥が排除されてイワガキの幼生が基質表面

に着生可能と想定されることから，海藻類に関する生育条件

把握と併せて解明する視点が今後には重要と考えられる。
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